
定年退職を迎えて	


　　　ー花色の遺伝から植物組織培養ー 

　　　　　　　　　生命農学研究科 
　　　　　　　生物機構･機能科学専攻 
　　　　　　　　資源生物機能学講座 
　　　　　　　植物遺伝育種学研究分野　　 
　　　　　　　　　　　　服部一三	




•  生年月日：昭和２０年９月１０日（１９４５） 
•  昭和３９年４月：名古屋大学農学部に入学 
•  昭和４３年３月：卒業 
•  その後大学院博士課程を満期退学後 
•  昭和４９年４月:助手に採用（１９７４） 
•  平成５年２月：助教授に昇任（１９９３） 
•  平成８年３月：教授に昇任（１９９６） 



キクの花色の遺伝	


•  キクの栽培方法 
•  キクの採種法：除雄法の開発 
•  色素の分析法：主にPaper Chromatography 
•  播種から次代の養成：３月播種１１月開花 
•  花色の測定法：Opal Glass法で直接解析 
•  AnthocyaninとCarotenoidについて 
•  Chimeraをどのように解析するか 
•  Chimeraの解消法は？ー組織培養法	




植物組織培養法の開発	


•  キクのChimera解消のための花床･花弁培養 
•  ペチュニアの子葉・胚軸培養 
•  マメ科作物の培養法の開発 
　　　リョクトウ・ソラマメ等の子葉節培養 
•  ニンニクの組織培養による急速増殖 
•  ケナフの子葉節・小植物体の培養 
•  食用ヒョウタンの子葉培養 
•  組織培養によるイネの植物体再分化に関す
る遺伝子分析	
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培養開始17日目	
 培養開始21日目以降① 

培養開始21日目以降② 培養開始21日目以降③ 培養開始21日目以降④ 

予想されるシュート形成までの過程	




•  ＦＡＭＩＬＹ-
Cucurbitaceae 

•  Melon, Cucumber, 
Watermelon, Bitter 
gourd 

•  Tropical and 
subtropical in origin 

•  Bottle gourd is a 
Monotypic in Genus. 

BOTTLEGOURD 



 Effect of different plant growth regulators on ethylene production at 
different time course study. Each treatment consisted of three replicates 

and each with eight explants. 



Kenaf (Hibiscus cannabinus L.) 

•  Family- Malvaceae 
•  Cotton, Okra, Hibiscus 
•  Annual, 

dicotyledonous plant. 



Shoot tip system 



最後に	


　　 教員になってから３５年、多くの学生諸君といろ
いろな研究をしてきました。また、多くの先輩先生
方には種々なるご教授を受けてきました。これま
で、自分で考えてきた一連の研究が応用面で、よ
りいっそう役に立ってくれることを期待します。 
　　　これからの大学は今以上に厳しい局面に立ち
向かっていかなければならないと思いますが、本
生命農学研究科のさらなる発展を祈念しておりま
す。	





